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布傾向を把握することで，詳細な古植生復原の基礎につ

ながると考える。産出量は全植物珪酸体群の，小型率は

小粒径の珪酸体の，それぞれ表層における動態を反映す

る。また，風化度は珪酸体の運搬や化学的条件に対する

保存性を表わす。

１．はじめに

古植生の復原で，群落の空間配置まで言及するには，

木材や種子・果実などの植物化石を用いるのが一般的で

ある。ただし，これらは有機物であるために，保存条件

の良い場合に有効である。よって対象域は，一部の限定

された空間のみの事が多く，地形による植生の違いにつ

いて，同一分析法による直接的な議論は進まなかった。

限られた場所と条件下で得られた，化石群の情報を総合

化するために，様々な地形の堆積物から産出する化石の

基礎研究が必要である。

植物珪酸体（プラント・オパール）は，母植物生育中

の表皮細胞に集積する，珪酸分を主体として形成され，

遺体の分解後も細胞形態を呈したまま堆積物中に残存す

る。よって，運搬距離が少なく保存性が高いことから，

堆積環境を比較的問わずに，過去の植生配置を示すのに

適している。また，イネ科の形態は特に詳細に分類でき

るので，草本植生の地域においては有効である。

本研究では,10mオーダーの微地形ごとに，イネ科

植物などが成帯構造を呈する砂浜海岸において，表層堆

積物中の植物珪酸体群の分布を明らかにした。具体的に

は，江口(1998)で調査された国内６地域について，産

出量，小型率，風化度を，江口(2006)で分類された８

微地形区ごとに平均値を算出した。このように，各地域

特有の堆積環境を押し並べて数値化し，より普遍的な分

2．調査地域

調査は，北海道の根室市温根沼と勇払郡むかわ町鵡川

河口域，青森県の上北郡六ヶ所村沿岸域と西津軽郡深浦

町追良瀬川河口域，山口県山口市秋穂二島，千葉県木更

津市小櫃川河口域の６ヶ所で行なった。

温根沼は，根室半島西端の根室湾岸に位置する汽水湖

である。その周囲は段丘崖に囲まれており，オンネベツ

川をはじめとする数本の河川が流入する。外海側には干

潟が広がる。潮口付近の干潟と段丘の間の後浜には，高

波時に砂が打ち上げられて形成された，ほぼ平坦な微地

形のバーム（汀段）や塩水沼，塩湿地が分布する。調査

は，潮口西側後浜のバームから塩水沼にかけて長さ

80mの横断測線上で行った。バームは一部砂丘化して

おり，最高潮位との比高は0.85mである。塩水沼は通

常閉塞されているが，大潮の満潮時は外水が流入するこ

ともある。堆積物は，バームでは粒径のそろったシルト

質細砂，塩水沼では有機質泥からなる。

鵡川河口域は，勇払平野東部に位置し，汀線から約１

km内陸にかけて広がる砂浜には，鵡川本流につながる
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水路がみられる。調査は，汀線から５３m陸側の植被の

限界地点から，水路付近まで長さ３６mの測線上で行っ

た。堆積物は，いずれも粒径のそろった中砂で，汀線付

近においては細礫を含む。

六ヶ所は，下北半島東部太平洋岸に位置する。その泊

集落南の段丘崖下の海岸沿いには幅300mの低地が広が

り，砂丘化したバームや湿地が分布する。バームと最高

潮位との比高は0.6mである。調査は，汀線より６０m

陸側の地点から，バームを経て湿地にいたる長さ140m

の測線上で行った。堆積物は，バームでは粒径のそろっ

た中砂で，湿地では有機質中砂からなる。

追良瀬川河口域は，白神山地より北側の日本海沿岸に

位置する。段丘崖に囲まれたIIIR500mの，追良瀬川の開

析谷谷底には砂浜や湿地が広がる。調査は，汀線から

44m陸側の植被の限界地点から，湿地にいたる長さ

64mの測線上で行った。堆積物は，いずれも粒径のそ

ろった中～粗砂で，汀線付近では細～中礫を含み，湿地

では有機質となる。

秋穂二島は，周防灘，山口湾，秋穂湾に囲まれたトン

ボロ地形を呈する。調査は，その中央部美濃が浜の汀線

より１３m陸側の植被の限界地点から，塩水沼付近にい

たる長さ４８mの測線上で行った。堆積物は，いずれも

粒径のそろっていない中～粗砂である。

小櫃川河口域は，東京湾岸に位置する円弧状三角州で

ある。そこには砂丘化したバームや閉塞捌塩水沼，塩湿

地が分布する。調査は，汀線より１５m陸側の地点から，
バームを経て塩水沼にいたる長さ７８mの測線上で行っ

た。堆積物は，バームでは粒径のそろった中～細砂，塩

水沼では有機質泥からなる。

３．分析試料

試料は，地形単位の中心付近や傾斜変換点，母植物の

被度が著しく高いか著しく低い地点において，表面部２
̅３mmを除去した表層約１cmの堆積物を採取した。

各地点は，前浜，バーム，砂丘I (海側傾斜部) ,砂丘

Ⅱ（中央部)，砂丘Ⅲ（陸側傾斜部)，湿地I(海側傾斜

部)，湿地Ⅱ（中央部)，湿地Ⅲ（陸側傾斜部)，の微地
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形区（江口,2006)に分類した。これらは，約１０mか

ら数1０mの規模で区分される。

調査地の温根沼では，前浜，バーム，湿地Ｉで各１地

点，湿地Ⅱで５地点の計８地点で採取した。以下，鵡川

河口域では，前浜，バーム，砂丘Ⅱで各１地点，湿地Ｉ

で２地点の計５地点，六ヶ所は，バームで３地点，砂丘

Ｉで２地点，砂丘Ⅱ，湿地Ｉで各ｌ地点，湿地Ⅱで２地

点の計９地点，追良瀬川河口域は，前浜でｌ地点，バー

ムで２地点，砂丘 I , n ,湿地 I ,Ⅱで各ｌ地点の計７

地点，秋穂三島は，前浜でｌ地点，バーム，砂丘Ⅱで各

2地点，砂丘Ⅲ，湿地Ｉで各ｌ地点の計７地点，小櫃川

河口域は，バーム，砂丘I,Ⅱで各３地点，砂丘Ⅲ，湿

地Ｉで各１地点，湿地Ⅱで３地点，湿地Ⅲでｌ地点の計

１５地点であった。

源を含む小型珪酸体（佐瀬,1980)の割合を表した小型

率（図１），および風化度０と３（江口,1994,1996b)

の割合を，それぞれ微地形区ごとの平均値でもとめた。

風化度は，化学的風化（溶解）によって形成されたと

考えられる，表面の円孔の径や密度にもとづいて，江口

(1994,1996b)が４段階を設定した（図2)。すなわち，

風化度０は，直接植物体から抽出した時と同様な状態，

風化度ｌは，円孔の径が約１〃ｍ以下の比較的密度が低

い状態，風化度２は，円孔の径が約３〃ｍ以下で比較的

密度が高い状態，風化度３になると，原型の輪郭が崩れ

ている状態である。

5．結果および考察

各微地形区ごとの，表層堆積物lgあたりの植物珪酸

体含有量，小型率，風化度を表１，図３に示す。大概と

して，小型率が高い区域は風化度０が高率で，地形の傾

斜変換点や湿地などの窪地に位置する。また，含有量が

多く風化度３が低率な区域も，それに該当することが多

い。

含有数は，陸側にむかって増加する傾向があった。特

に，砂丘の頂上部を境に桁を上げ，湿地中央部で最大値

を示した。小型率はピークが２ヶ所あり，バームと砂丘

の海側傾斜部，湿地の海側傾斜付近で高かった。風化度

０も小型率と増減傾向が類似しており，バームから砂丘

前面部，湿地の海側傾斜部付近で高率であった。それと

対する風化度３は，湿地において逆に低率で整合するが，
バーム付近で比較的高率なのが認められた。

これら空間的な傾向は，植物珪酸体の運搬・堆積と保

存性を反映したものと考えられる。既に江口(1994,

1998)において，風を主な営力と判断し，地形的に低位

な区域が，範囲100m内の様々な微地形の物質が集積す

る，吹き溜まりの場所として議論を進められた。これは，

4．分析方法

前処理の方法は江口(1996a)に従った｡300mlトー

ルビーカーに約1gの乾燥試料を秤量し,6%H201約

30mlを加えホットプレート上で有機物を分解させた。

次いで6NのHCl約30mlでの加熱処理，超音波処理

(水槽型,150W,50kHz)を順次行い試料を分散させた。

さらにビーカーに水を加え約300mlにした後,10"m以

下の粒子を沈降法によりサイフォンで除去し10"m以

上の画分試料を得た。この懸濁状の試料を２０～30mlに

希釈，調節し，直ちにマイクロピペットで0.5～2ml吸

引の後に乾燥させた。それをプレパラート上で封入剤の

オイキットと混合して観察用プレパラートを作成した。

検鏡は,400倍の光学顕微鏡下で直線視野法によって，

イネ科（短細胞起源，機動細胞起源のみ)，カヤツリグ

サ科，樹木の植物珪酸体の合計が200個に達するまで全

て計数した。そのデータをもとに，堆積物1g中の含有

量，機動細胞起源を含む大型珪酸体に対する，短細胞起

表ｌ微地形区ごとの植物珪酸体の含有量，小型率，風化度．
TablelNumberofphytolithsper/gsediments,ratioofsmalltypeofit,andweatheringgradesofit,obtainedfromeachmicrotopo-

graphicdivision.

F o r e s h o r e B e r m D u n e l D u n e n D u n e mM a r s h l M a r s h n M a r s h m
number/gsediments(number)

ratioofsmalltype(%)
ratioofweatheringgradesO(%)
ratioofweatheringgrades3(%)

1,998.3
４２．５
３５．１
２９．２

13,354.4
２７．９
３３．６
１８．８

42,217.0
３５．７
４８．１
１４．０

90,380.2
３９．２
４４．９
１５．２

89,767.9
７．２
２９．４
２２．７

647.0
１６．９
２７．２
１９．６

136.4
２９．０
３７．３
２８．４

5,350.7
２８．３
３９．０
１９．７
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他の安定した堆積環境における調査で，運搬性が低い化

石とされてきた植物珪酸体が，逆に物質移動の著しい地

域でのことが問われたことによる。今回，全国６地域の

８つの微地形区に分類したことで，より普遍的な傾向が

数値として表れた。窪地の中でも，海風の影響を強く受

ける湿地Ⅲは，風化を受け易いこととなったＯまた，隣

接する区域では逆に保存性が高く，風化で消滅し易い小

型珪酸体も高率となった。そして全体としての植物珪酸

体含有量は，海風に沿って徐々に陸側へ増加する結果と

なった。

このように，ここでは植物珪酸体の運搬性が低く保存

性が高い性質を，あえて営力を受け易い堆積環境で確認

し,10mオーダーの微地形レベルで珪酸体組成の空間

的変化を示した。よって，具体的な古植生の配置復原オー

ダーを, lha以内に設定して，詳細な分布論を展開す

ることも可能と考えられる。また，大型珪酸体に含まれ

るの機動細胞起源に対し，空間的に挙動を異にする小型

珪酸体中の短細胞起源の分布傾向も，今後その形態記載

を蓄積し'司定精度を上げれば，従来にない有益な情報が

得られることを示唆している。このことは江口(1994)

において，消滅されずに保存された小型珪酸体の場合，

現地性が高い傾向があることでも示されている。

６ ° ま と め

遺跡を含む地域の詳細な景観復原のため，調査地ｌ地

点あたりで反映される古植生復原域が小さい，植物珪酸

体分析について基礎研究を行なった。国内の砂浜海岸６

地域において，表層堆積物中の植物珪酸体産出量，小型

率，風化度の平均値を，イネ科植物などが成帯構造を呈

する８微地形区（前浜，バーム，砂丘 I , n ,m ,湿地

I , n ,m )ごとに算出し，より普遍的な分布傾向とし

て数値化した。これは，植物珪酸体の運搬性が低く保存

性が高い性質を，あえて営力を受け易い堆積環境で確認

することで，その有効性を示したものである。今後，

１0mオーダーの微地形レベルを対象とした古植生の復

原研究が期待され，そのためにも短細胞起源珪酸体がよ

り有効に活用されることが望まれる。
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Distr ibut ionofOpalPhytol i thsinEach
Micro-topographicDivisionintheSandy
CoastalZoneofJapan

Sei-ichiEGUCHI
NaturalHistoryMuseumandlnstitute,Chiba,955-2Aoba-cho,Chuo-ku,Chiba260-8682,Japan

Transportationandpreservationofphytolithswerediscussed,basedonarelationshipbetween

thedistributionandweatheringgradesofphytolithsinsurfacesedimentsinseveralregionsin-

cludingOnneto,theestuaryoftheMukawaRiver,Rokkasyo,theestuaryoftheOiraseRiver,

Aiofutaj ima,andtheestuaryoftheObitsuRiver.Theaveragevalueofnumberofphytol i ths

per/gsediments,ratioofsmalltypeofit,andweatheringgradesofit,obtainedfromeachmicro
topographicdivision("Foreshore","Berm","Dunel" ,"Dunen","Dunem","Marshl ' ' , "Marshn",
"Marshm") .Thedistr ibut ionpatternshowedthatthezonesof"Dunel "and"Marshm' 'hada

characteristicsefficientweathering,andthatthenextzonestobelessefficient.Itwassuggested

thatmostofphytolithsweretransportedbywindtolowplacessuchassaltpond,butmanythat

were los t i n fo res lopezonesamongthem
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